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〈写真・菊地信夫〉

　「ほかのお父さんたちの子育ての仕方を、自分自身の参考にしています」と話す
服部真文さん（写真中央）は、善隣園保育センター（（福）横須賀基督教社会館）の
お父さんたちの集まり「善隣園を良くする会」会長で二児の父親。
　何かきっかけがないとスタートしにくい父親同士の関係づくり。「休日はどこの
公園で遊ぶ？」「新しくできた公園は日陰があるからいいよ」毎月一回の定例会で
はこんな会話を弾ませながら、クリスマス会の影絵や山登り会などの企画を立て、
年間行事を通して「パパ友」の輪を広げている。
　会のメンバーで三児の父親の飯田誠さん（左）は、「男性が子育てに参加するこ
とは自然なことになってきたが、家族と過ごす時間づくりと仕事との両立には、制
度が整うだけでなく社会全体の理解が不可欠。今後より進んでくれれば」と期待を
話す。
　育児の魅力は、多くのことを子どもから学べ、子どものために頑張ろうという気
持ちや愛情が増すことだと語るお二人。もっと多くの男性が子育てに参加していっ
て欲しいと結んでくれた。

参加してわかる子育ての魅力
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特集特集

子どもの安全・安心を護るために
～被措置児童等虐待予防に向けた本会児童福祉施設協議会の取り組み～
　子どもの安全と安心が保障されているはずの児童福祉施設等で、養育者による子どもへの不適切
な関わり、さらには著しい権利侵害までもが全国的に報道される状況が続いています。
　このような状況を受け、国は児童福祉法の一部を改正し、被措置児童等の虐待の防止のための枠
組みを規定した「被措置児童等虐待対応ガイドライン～都道府県・児童相談所設置市向け～」を平
成21年３月に発出しました。
　本会児童福祉施設協議会では、ガイドラインに対応した「子どもの安全と安心を護る養育ブック
～被措置児童等への虐待に陥らないために～」（平成22年3月）を作成しました。県内の児童福祉施
設等での虐待予防の取り組みについて紹介します。

被
措
置
児
童
等
へ
の
虐
待
は
な

ぜ
起
き
る
の
か
？

　

家
庭
環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
家
庭

で
の
養
育
が
困
難
と
な
っ
た
子
ど
も

は
、
社
会
的
養
護
下
で
の
支
援
が
必
要

と
判
断
し
た
児
童
相
談
所
所
長
の
責
任

（
措
置
）
に
よ
り
、
児
童
福
祉
施
設
や

里
親
家
庭
等
で
養
育
さ
れ
ま
す
（
※
）。

子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
は
ず
の

場
所
で
、
な
ぜ
子
ど
も
へ
の
不
適
切
な

関
わ
り
な
ど
の
、
権
利
侵
害
が
後
を
絶

た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
措
置
さ
れ
る
子
ど
も
の
う
ち
約

六
割
の
入
所
理
由
は
虐
待
で
す
。
そ
の

虐
待
経
験
は
人
間
関
係
を
う
ま
く
作
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
子
ど
も
の
精

神
、
行
動
、
発
育
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
ま
た
併
せ
て
、
発
達
障
害

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
の
入
所
も
増
加
し

て
お
り
、
言
葉
や
態
度
だ
け
で
は
支
援

が
困
難
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
な
ど
が
養
育
者
と
子
ど
も
、
あ

る
い
は
子
ど
も
同
士
の
刺
激
と
な
り
、

不
適
切
な
関
わ
り
に
至
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
に
本
会
児
童
福
祉

施
設
協
議
会（
※
）（ 

以
下
、「
協
議
会
」）

ア
や
組
織
の
対
応
、
関
係
機
関
と
の
連

携
、
再
発
防
止
等
、
想
定
で
き
る
要
因

も
含
め
、
行
政
と
と
も
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
へ
の
対
応
と
し
て
、
被
措
置

児
童
等
虐
待
の
予
防
を
主
眼
に
、施
設
・

里
親
家
庭
と
も
に
参
考
に
で
き
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
の
言
動
や
行
動
に
向
き
合

う
養
育
者
の
悩
み
や
迷
い
な
ど
を
、
少

し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
編
さ

ん
さ
れ
た
今
回
の
「
子
ど
も
の
安
全
安

心
を
護
る
養
育
ブ
ッ
ク
〜
被
措
置
児
童

等
虐
待
に
陥
ら
な
い
た
め
に
〜
」（
以

下
、「
養
育
ブ
ッ
ク
」）
は
、
養
育
現
場

は
誰
も
が
不
適
切
な
関
わ
り
に
陥
る
リ

ス
ク
が
あ
る
環
境
で
あ
る
こ
と
、
子
ど

も
の
言
動
に
刺
激
を
受
け
る
環
境
に
あ

る
こ
と
な
ど
を
明
文
化
し
、
そ
の
よ
う

な
現
実
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
虐
待
等

で
行
っ
た
調
査
で
は
、
本
県
施
設
入
所

児
童
の
う
ち
、「
学
習
面
か
行
動
面
で

著
し
い
困
難
を
示
す
子
ど
も
」は
三
六
・

九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
は

平
成
十
四
年
度
に
文
部
科
学
省
が
行
っ

た
全
国
調
査
の
結
果
の
約
六
倍
と
な
る

数
で
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の

専
門
的
な
ケ
ア
を
確
立
す
る
研
修
体
系

も
不
十
分
で
あ
る
ほ
か
、
職
員
配
置
や

建
物
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
も
改
善
さ
れ
な

い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
要
因
が
絡
み
合
い
、
問
題
は
職
員

個
々
の
力
量
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
の
で
す
。

予
防
を
主
眼
に
し
た

「
養
育
ブ
ッ
ク
」
の
作
成

　

厚
生
労
働
省
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
虐
待
の
定
義
、
里
親
家
庭
を

含
む
施
設
内
で
の
虐
待
予
防
の
取
り
組

み
と
、
施
設
へ
の
指
導
、
被
措
置
児
童

等
虐
待
の
状
況
の
定
期
的
な
公
表
等

が
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護
の
視
点
か
ら

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
過
去
に
県
内
施
設
で

発
生
し
た
不
祥
事
を
機
に
、
不
適
切
な

関
わ
り
が
発
生
し
た
際
の
子
ど
も
の
ケ
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な
り
「
不
適
切
な
対
応
」
は
、
子
ど
も

と
の
関
係
で
判
断
が
異
な
る
な
ど
、
難

し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
養
育

ブ
ッ
ク
作
成
の
段
階
で
も
、
最
も
検
討

を
要
し
た
点
で
し
た
。

　

例
え
ば
、「
ご
飯
を
食
べ
な
い
と
お

や
つ
は
な
し
」
と
い
う
言
い
方
は
、
場

合
に
よ
り
、
必
要
以
上
の
行
動
制
限
と

し
て
不
適
切
な
対
応
と
さ
れ
ま
す
。
普

段
、
何
気
な
く
言
っ
て
き
た
こ
と
が
不

適
切
な
対
応
と
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
心

当
た
り
の
あ
る
職
員
に
と
っ
て
大
き
な

戸
惑
い
で
す
。

　

研
修
会
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ほ
か

の
施
設
職
員
と
共
有
し
、
す
で
に
施
設

内
で
意
見
交
換
を
し
た
職
員
か
ら
、
そ

の
施
設
の
見
解
を
聞
く
な
ど
、
多
く
の

気
付
き
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

①
か
ら
③
に
共
通
し
て
言
え
る
の

は
、
個
々
の
職
員
が
悩
み
や
迷
い
、
疑

問
を
抱
え
る
の
で
は
な
く
、
職
員
全
体

で
共
有
で
き
る
、
施
設
内
の
雰
囲
気
作

り
な
ど
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。
参

加
者
か
ら
は
、「
他
の
施
設
の
状
況
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
職

員
の
話
し
合
い
の
場
が
い
か
に
大
切
か
、

共
通
理
解
の
大
切
さ
、
情
報
を
少
し
で

も
多
く
取
り
入
れ
る
こ
の
大
切
さ
を
感

特集特集

じ
た
」「
今
日
の
よ
う
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
職
場
で
や
れ
る
と
よ
い
と
思

う
」と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
養
育
ブ
ッ
ク
が
特
に

施
設
、
児
童
相
談
所
職
員
に
お
い
て
常

に
生
き
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
研
修
会
で
の
活
用
や
定
期

的
な
内
容
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
各
施
設
に
て
取
り
組
ん
だ
成
果

を
基
と
し
た
研
修
や
意
見
交
換
の
実
施

状
況
等
を
把
握
し
、
こ
の
養
育
ブ
ッ
ク
を

形
骸
化
さ
せ
ず
、
被
措
置
児
童
等
虐
待

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 （
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

不
適
切
な
関
わ
り
の
予
防
に
向
け
た
養

育
者
個
々
の
、
ま
た
、
施
設
や
里
親
家

庭
が
取
り
組
む
際
の
ヒ
ン
ト
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
か
ら
の
刺
激
に
、

思
わ
ず
か
っ
と
な
っ
た
時
の
タ
イ
ム
ア

ウ
ト
（
一
時
退
去
）
や
、
レ
ス
パ
イ
ト

（
息
抜
き
）
と
い
っ
た
方
策
を
持
つ
こ

と
や
、
子
ど
も
の
言
動
に
養
育
者
が
ど

う
反
応
す
る
か
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
知

る
こ
と
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
で
感
じ

る
悩
み
や
迷
い
を
養
育
者
同
士
が
共
有

し
、
気
付
い
た
こ
と
を
伝
え
合
う
風
通

し
の
良
い
施
設
運
営
の
あ
り
方
な
ど
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
第
三

者
委
員
等
の
活
用
に
つ
い
て
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

里
親
家
庭
で
は
、
施
設
の
よ
う
な
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
が
な
く
、
家

庭
の
中
で
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
す
る
こ
と

も
困
難
で
す
。
所
管
の
児
童
相
談
所
に

悩
み
や
困
り
感
を
早
め
に
伝
え
、
大
事

に
至
る
の
を
防
ぐ
こ
と
や
、
児
童
相
談

所
も
里
親
任
せ
に
な
ら
ず
、
里
親
家
庭

か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
支
援

す
る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
ま
す
。

　

作
成
に
は
、
養
育
現
場
か
ら
は
児
童

養
護
施
設
・
児
童
自
立
支
援
施
設
・
乳

児
院
・
県
里
親
会
が
、
行
政
か
ら
は
措

置
権
者
で
あ
る
県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・

横
須
賀
市
の
各
行
政
所
管
課
、
児
童
相

談
所
職
員
、
ま
た
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
障
害
施
設
を
所
管
す
る
県
障
害
福

祉
課
の
職
員
の
参
画
も
得
て
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。行
政
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

い
ず
れ
の
行
政
の
措
置
で
も
、
子
ど
も

の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
同
一
の
認
識

で
取
り
組
む
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。

養
育
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
施
設

職
員
の
研
修

　

本
年
四
月
、
養
育
ブ
ッ
ク
を
テ
キ
ス

ト
に
用
い
、
神
奈
川
県
児
童
福
祉
施
設

職
員
研
究
会
（
※
）
が
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
会
員
四
十
施
設
の
う
ち
、
三
十

一
施
設
が
参
加
、
養
育
ブ
ッ
ク
作
成
の

座
長
で
あ
る
平
嶺
一
昭
さ
ん
（
県
立
中

里
学
園
施
設
長
）
に
よ
る
講
義
と
、
グ

ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
に
用
意
さ
れ
た
テ
ー

マ
は
、
①
不
適
切
な
対
応
②
職
員
自
身

の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の
あ
り
方
③
力
量
、

経
験
の
あ
る
職
員
が
不
適
切
な
対
応
を

し
た
場
合
の
対
応
の
三
点
で
、
グ
ル
ー

プ
で
最
も
多
く
話
し
合
わ
れ
た
の
は
、

①
で
し
た
。
明
ら
か
な
虐
待
行
為
と
異

※
　県内（政令市・中核市含む）の児童福祉施設や里親家
庭等で、約2100人の子どもが暮らしています（平成22年
６月１日現在）。

　本会児童福祉施設協議会は、県内の児童養護施設、盲
児施設、情緒障害児短期治療施設、児童自立支援施設、
乳児院の全施設により構成されており、措置された子ど
ものよりよい養育に向け、調査・研究、研修、意見・情
報交換を行っています。神奈川県児童福祉施設職員研究
会（神児研）は、協議会の下部組織として、児童福祉施
設の職員による主体的な研修・研究活動を行っています。
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事
業
所
に
は
、
障
害
者
の
雇
用
を
進

め
る
た
め
、雇
用
す
る
労
働
者
数
の
一
・

八
％
（
以
下
、
法
定
雇
用
率
）
に
相
当

す
る
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
県
内
に
お
け
る

障
害
者
の
新
規
求
職
申
込
件
数
八
千
二

十
九
件
に
対
し
て
、
就
職
件
数
は
千
九

八
六
件
（
神
奈
川
労
働
局
統
計
）、
県

内
全
体
の
障
害
者
雇
用
率
は
一
・
七
五

％
と
、
法
定
雇
用
率
を
下
回
る
厳
し
い

雇
用
環
境
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

法
定
雇
用
率
は
、
こ
れ
ま
で
、
週
所

定
労
働
時
間
が
三
十
時
間
以
上
の
障
害

者
数
で
算
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
二
年
七
月
か
ら
は
、
週
所
定
労
働

時
間
二
十
時
間
以
上
三
十
時
間
未
満
の

障
害
者
（
身
体
障
害
、
知
的
障
害
）
も

雇
用
率
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
下
図
参
照
）。

　

今
回
の
改
正
は
、
障
害
の
特
性
な
ど

に
よ
り
長
時
間
働
く
こ
と
が
難
し
い
障

害
者
の
雇
用
の
拡
大
や
、
福
祉
的
就
労

か
ら
一
般
雇
用
へ
移
行
し
て
い
く
た
め

の
段
階
的
な
就
労
形
態
と
し
て
有
効
と

い
う
趣
旨
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

生
活
苦
や
健
康
不
安
、
人
間
関
係
の

悩
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
生
じ
る
自
殺
の

問
題
。
警
察
庁
の
ま
と
め
で
は
、
平
成

二
十
一
年
の
全
国
自
殺
者
数
は
三
万
二

千
八
百
四
十
五
人
。
過
去
十
年
以
上
高

止
ま
り
で
推
移
す
る
未
曾
有
の
事
態

に
、
国
で
は
「
自
殺
対
策
基
本
法
」
や

「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
に
基
づ
き
、

積
極
的
に
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
動
向
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
自
殺
対
策
に
関
わ
る
県
内

市
町
村
や
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
の
関

係
機
関
に
紹
介
し
、
対
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
研
修
会
が
、
七

月
十
二
日
、
横
浜
市
中
区
の
県
総
合
医

療
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
〔
主
催: 

か
な
が
わ
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー

（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）〕。

　

講
義
で
は
、
自
殺
予
防
総
合
対
策
セ

ン
タ
ー
の
松
本
俊
彦
さ
ん
が
、「
自
殺

は
社
会
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
の
死
で

あ
り
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
幅
広
い
領
域
の
関
係

者
の
連
携
に
よ
り
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
」
と
、
自
殺
の
問
題
を
社
会

全
体
で
捉
え
、
考
え
て
い
く
こ
と
の
大

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
雇

用
し
て
い
た
障
害
者
の
勤
務
形
態
を
一

方
的
に
短
時
間
労
働
に
変
更
す
る
こ
と

は
、
不
適
正
な
待
遇
に
あ
た
り
ま
す
。

　

本
人
の
希
望
や
能
力
等
を
踏
ま
え
た

適
切
な
待
遇
に
努
め
る
こ
と
が
、
事
業

所
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
法
改
正
の
趣

旨
を
生
か
し
て
、
障
害
者
の
雇
用
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

切
さ
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
か
ら
三
年
間
、

県
と
市
の
行
政
が
中
心
と
な
り
、
地
域

の
相
談
・
支
援
体
制
づ
く
り
や
啓
発
活

動
、
こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
な
ど

の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
き
た
、
大

和
市
健
康
福
祉
総
務
課
の
渋
谷
一
郎
さ

ん
は
、「
成
果
が
す
ぐ
に
見
え
る
わ
け

で
は
な
く
難
し
さ
も
感
じ
る
が
、
少
し

ず
つ
理
解
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ

る
。
今
後
も
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
取
り
組
み
を

積
み
上
げ
る
必
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
児
の
支
援
を
行
う
あ
し
な
が
育
英

会
の
西
田
正
弘
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち

自
ら
が
、
声
を
上
げ
る
き
っ
か
け
が
生

ま
れ
る
と
と
も
に
、
支
援
者
や
分
か
ち

合
い
の
場
な
ど
の
支
援
の
輪
が
増
え
つ
つ

あ
る
。
自
殺
に
対
す
る
捉
え
方
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
、
孤
立
し
な
い
社
会
づ

く
り
に
つ
な
が
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

死
に
た
い
と
思
う
人
の
気
持
ち
に
ど

う
寄
り
添
い
、
支
え
て
い
く
か
。
対
策

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
々
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。（

企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

障
害
者
の
短
時
間
労
働
も
障
害
者
雇
用
率
に
適
用

皆
の
支
え
で
孤
立
し
な
い
地
域
を
つ
く
る 

－

自
殺
対
策
基
礎
研
修
開
催
さ
れ
る－

〈企業における雇用障害者数の算定方法
（平成22年7月改正後）〉

30時間以上の
常時雇用労働者

20時間以上30時間
未満の短時間労働者

身体障害者 ○ △
重度 ◎ ○

知的障害者 ○ △
重度 ◎ ○

精神障害者 ○ △
○障害者の労働者1人=1人分としてカウント
◎障害者の労働者1人=2人分としてカウント
△障害者の労働者1人=0.5人分としてカウント

今
回
の
改
正
点
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障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。　
　

　

脳
性
マ
ヒ
で
四
肢
に
障
害
が
あ
り
、

電
動
車
い
す
で
生
活
す
る
西
岡
直
子
さ

ん
に
、
在
宅
生
活
を
し
て
い
く
上
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

お
互
い
を
理
解
し
あ
う
時
間

　

西
岡
さ
ん
は
横
浜
市
内
で
一
人
暮
ら

し
を
始
め
て
十
四
年
程
。そ
れ
以
前
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
自
由
な
生
活
を
し
た
い
と
、
一

人
暮
ら
し
を
考
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
周
囲
の
反
応
は
「
本
当
に

一
人
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
」

と
い
う
も
の
が
多
く
、
大
丈
夫
だ
と
信

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
と
話
し
合
う
こ

と
を
大
切
に
し
た
と
言
い
ま
す
。

　

現
在
、
週
六
日
、
三
カ
所
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
八
名
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

－利用者本位を地域で支える－－利用者本位を地域で支える－

地
域
で
暮
ら
す

地
域
で
暮
ら
す

人
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
な
が
ら

人
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
な
が
ら

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

プ
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

食
事
作
り
や
身
支
度
な
ど
の
介
助
を
受

け
、
在
宅
で
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ロ
マ
ヨ
ガ
や
会
議
後
の

食
事
、
買
い
物
な
ど
、
自
分
の
予
定
を

確
認
し
な
が
ら
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
に
も

依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

旅
行
や
プ
ー
ル
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
関
わ
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
「
私
の
場
合
、
言
語
障
害
の
た
め
言

葉
が
聞
き
取
り
に
く
い
の
で
時
間
を
か

け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
人
た
ち
に
、
性
格
や
趣
味
・

嗜
好
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
気
軽

な
気
持
ち
で
接
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
、
時
間
を
か
け
て
関
係
を
築
く

必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
す
。

意
見
や
希
望
を
伝
え
る
大
切
さ

　

西
岡
さ
ん
は
、
横
浜
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
団
の
福
祉
機
器
支
援
セ
ン

タ
ー
に
、
携
帯
電
話
や
車
い
す
な
ど
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い
身
の
回
り
の
道
具

に
つ
い
て
、
福
祉
機
器
の
ユ
ー
ザ
ー
の

視
点
か
ら
意
見
や
希
望
を
伝
え
続
け
て

き
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
ほ
か
の
ユ

ー
ザ
ー
に
と
っ
て
も
、
よ
り
良
い
機
器

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
多
く
の
方

が
在
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

地
域
の
人
と
つ
な
が
る
生
活
を

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

止
ま
っ
た
時
、
近
所
の
助
け
が
本
当
に

必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
毎
日
出
か
け
て
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て
い

ま
す
」
と
西
岡
さ
ん
。

　

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
関
係
を
ど
う
作
る
か
。
時
間
を
か

け
て
意
見
や
希
望
を
伝
え
、
自
分
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
、
在
宅
生
活
の

鍵
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

在宅生活の経験を、同
じ立場にいる人たち
に伝えていくことも、
自分の仕事と伝える
西岡さん
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京浜急行大師線東門前駅から

大師公園へ散歩に行こう!

今月は ⇨ NPO法人
　　　　　ままとんきっず　がお伝えします!

　1993年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情報
誌「ままとんきっず」を発行。子育てに関するメール相談、親
子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支援活動を
展開。2008年には「第2回かながわ子ども・子育て支援大賞」
を受賞。情報誌・単行本の発行物は30冊を数え、一部は海外で
も翻訳出版。「ままとんサロン」では第1・3金曜に「ままとん
カフェ」をオープン。手作りのランチが大好評。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤3－5－43
　　　　 TEL/FAX:044－945－8662

　太陽が輝き、入道雲が広がる夏。毎日暑くて、冷房
が効いた室内で過ごしたいものですが、親子で暑い夏
をたっぷりと楽しむのもまたよいものです（ただし熱
中症に気を付けて!）。今回は「大師公園」を紹介。子
どもたちが大好きな、水遊びができる人工の川とプー
ルが待っています!

まだまだ寄りたいところあり!まだまだ寄りたいところあり!

　園内には、ほかにも18歳未満の児童や親子が
自由に利用できる「大師こども文化センター」
があります。遊戯室で遊んだり図書室で本を読
んだり、外遊びに疲れたら立ち寄ってみてはい
かがでしょう。園内にはオムツ替えや授乳がで
きる設備がないので、こちらのスタッフにひと
声かければ、センター内の部屋を使わせてもら
えます。それから、姉妹都市である中国瀋陽市
の素晴らしい景色を集めた中国庭園「瀋秀園」
も見逃せません。園路に階段や段差があるため、
ベビーカーは入
口に置いて庭園
内へ（車いすは
入園可）。池の
周りを少し散歩
するだけで、異
国情緒溢れる景
観を楽しめます。

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せく
ださい。

■大師公園　管理事務所
川崎市川崎区大師公園1
電話　044－276－0050

■大師プール　8月31日（火）まで。9～17時（最
終入場は15時30分）。3～14歳100円、15歳以上
300円　※オムツが取れていない子は入場不可
■瀋秀園　9～16時　月曜（祝日の場合は翌
日）・祝日の翌日休　入園無料

インフォメーションインフォメーション

いちばん近い駅は東門前駅いちばん近い駅は東門前駅

　大師公園は厄除け大師として有名な「川崎大
師」に隣接。京急大師線川崎大師駅から徒歩約
10分、隣の東門前駅から約 7分なので、東門前
駅の利用がお薦めです。東門前駅はスロープ完
備でベビーカーでの移動が可能。トイレにはオ
ムツ替えシートが備えられています。

散歩も水遊びも気持ちいい!散歩も水遊びも気持ちいい!

　朝早くからラジオ体操や散歩に多くの人々が
訪れる園内。「芝生広場」や「緑陰広場」、船の
形をした大型複合遊具が小さな子たちに人気の
「子供広場」、ローラーすべり台やターザンロー
プに子どもたちの元気な声が響く「わんぱく広
場」などがあります。たくさんの木が植えられ、
親子で木陰を求めながら散歩すると暑さをしの
げて気分は爽快です。
　人工の川「カナール」や「噴水広場」では、
水遊びができます。カナールは毎朝清掃され、
10時から16時まで放水。ごみなどが流れていな
いか随時見回りも行われるので、清潔で安全・
安心です。また、幼児用、児童用、大人用の3
つの屋外プールが並ぶ「大師プール」が併設。
うどん、そば、
お菓子、飲み物、
焼き餅などを販
売する売店も営
業され、親子で
一緒に１日中遊
ぶのもよいで
しょう。

芝生広場の周りを流れる人工川「カナー
ル」。広場の柵内は小さな子専用の遊び場

建築物、築山、池が風雅な景観をつくる瀋
秀園。建物の色彩豊かな彫刻にびっくり
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◆利用時間:月～金（第3金曜日、祝日、
　年末年始等を除く）の9時～17時
◆問合せ:☎045－311－8865

　「限りある時間を効率的かつ充実化させるため
の教科書」そんな副題を付けたい一冊です。「成
功には7つの原則がある」と著者は述べており、
その一つひとつについて、具体的事例・方法を
織り交ぜながら、分かりやすく紹介されていま
す。私は本書を手にして以来、物事がうまく前
へ進まず焦燥感に駆られた時
や、判断に迷い苦しい時、結果
が徒労に終わり希望を失った時
など、さまざまな場面において
道標になると同時に、「原則を
身につける快感」を実感してお
ります。皆さんにもぜひ味わっ
て頂きたく、ここに紹介します。

「7つの習慣―成功には
原則があった！」

介護老人保健施設
リバーイースト
支援相談員　渡辺 隆行

スティーブン・R・コヴィー 著

★
市
町
村
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
見

る
か
な
が
わ
の
子
育
て
家
庭
の
現

況
等
（
県
保
健
福
祉
部
）

★
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
基
づ
く
地
域
行
動
計
画　

か
な

が
わ
ぐ
る
み
・
子
ど
も
家
庭
応
援

プ
ラ
ン
改
定
計
画
平
成
22
年
３
月

（
県
保
健
福
祉
局
）

★
平
成
21
年
版
か
な
が
わ
環
境
白

書
（
県
環
境
農
政
部
）

★
地
域
福
祉
推
進
に
関
す
る
提
言

２
０
１
０
（
東
京
都
社
協
）

★
災
害
に
備
え
た
社
協
の
役
割
や

取
組
み
を
考
え
る
〜
平
成
21
年
度

課
題
別
検
討
会
報
告
書
（
東
京
都

社
協
）

★
と
ち
ぎ
福
祉
教
育
研
究
会
報
告

書　

第
２
期
２
０
１
０A

p
ril

（
栃

木
県
社
協
）

★
地
域
福
祉
の
活
性
化
を
す
す
め

る
ヒ
ン
ト　

地
域
福
祉
活
性
化
シ

ス
テ
ム
研
究
委
員
会
報
告
書
（
山

口
県
社
協
）

★
高
齢
者
及
び
高
齢
者
予
備
軍
に

よ
る
認
知
症
高
齢
者
・
障
害
者
世

帯
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

フ
ェ
大
師
の
家
「
生
活
館
さ
く
ら
」

モ
デ
ル
事
業
平
成
21
年
度
報
告
書

（
長
寿
社
会
文
化
協
会
）

★
精
神
障
害
の
あ
る
人
へ
の
生
活

支
援
と「
障
害
者
の
権
利
条
約
」（
日

本
精
神
保
健
福
祉
士
協
会
）

1996年12月刊
定価2,039円（税込）
キングベアー出版

新着資料

※蔵書検索もご利用ください！http://www.knsyk.jp/tosyo/
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前
号
で
は
、
家
族
の
同
居
者
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
の
家
族
の
悩
み
と
、
そ
れ
に
寄
り
添
う
家
族
会
の
意
義
と
、
地

域
で
本
人
と
家
族
を
支
え
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
川
崎
市
に
あ
る
若
年
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ど
ん
代
表
の
中
川
和
子
さ
ん
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
く
じ
ら
雲
の
職
員
の
方
に
伺
っ
た
お
話
か
ら
、
若
年
期
の
認
知
症
の
本
人
と
家
族
の
置
か
れ
た
特
徴
と
、
そ
の
サ
ポ

ー
ト
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
第
五
回
﹈

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
第
五
回
﹈

ケ
ア
の
違
い
を
意
識
し
た
若
年
性
認
知
症
の
本
人
・
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
て

一
変
す
る
家
族
の
関
係

　

発
症
年
齢
が
六
十
五
歳
未
満
で
、
そ

の
特
徴
か
ら
、
本
人
・
家
族
に
と
っ
て

多
く
の
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
「
若
年
性
認
知
症
」。

　

働
き
盛
り
の
世
代
で
あ
り
、
病
気
か

ら
仕
事
に
支
障
が
出
る
こ
と
や
、
失
職

し
て
家
族
が
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
親
の
介
護
と
重
な

る
こ
と
も
あ
り
、
身
体
的
、
精
神
的
、

経
済
的
に
も
家
族
に
大
き
な
負
担
が
強

い
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

本
人
と
家
族
が
参
加
し
、
家
族
懇
談
や

余
暇
活
動
を
行
う
若
年
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ど
ん
ど
ん
。
代
表
の
中
川
和
子
さ
ん

は
、「
男
性
の
場
合
、
主
な
働
き
手
だ

っ
た
の
が
、
発
症
に
よ
っ
て
退
職
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
夫
婦
間
の
役
割
が

す
る
ク
レ
ー
ム
も
多
く
な
り
、
行
き
慣

れ
た
場
所
を
間
違
え
た
り
、
家
事
も
や

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
七

年
程
前
か
ら
兆
候
は
あ
り
ま
し
た
が
、

認
知
症
に
な
る
こ
と
を
想
像
も
し
て
い

な
い
し
、
気
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク

レ
ー
ム
が
く
る
た
び
に
、
注
意
を
し
て

い
た
こ
と
を
振
り
返
る
と
、
妻
に
対
し

て
辛
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
し
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

会
社
員
の
場
合
、
家
族
が
仕
事
を
し

て
い
る
場
面
を
見
る
機
会
が
少
な
く
、

症
状
に
気
付
き
に
く
い
反
面
、
職
場
で

は
、
本
人
の
記
憶
力
の
低
下
、
仕
事
で

の
ミ
ス
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化

に
、
様
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
連
絡
が

く
る
こ
と
も
あ
り
、
早
期
発
見
に
は
会

社
の
理
解
も
重
要
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
先
、
何
十

年
と
関
わ
る
介
護
。
認
知
症
に
よ
る
行

動
に
腹
立
た
し
く
な
り
、私
と
し
て
も
、

認
め
た
く
な
い
気
持
ち
も
あ
り
、
そ
う

簡
単
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
介
護
に
余
裕
が
で
る
の
に
も
時

間
は
か
か
り
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

　

国
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
族
介
護
者

の
約
六
割
が
抑
う
つ
状
態
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
家
族
へ
の
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
な
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

社
会
で
再
び
役
割
を
実
感
す
る
こ
と

　

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
、
目
的
の
な
い
生
活
に
直
面

し
ま
す
。
中
川
さ
ん
は
、「
就
労
年
齢

で
の
発
症
は
、
本
人
・
家
族
を
窮
地
に

追
い
や
り
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
、
再
び
社
会
参
加
で

き
る
場
面
が
必
要
」
と
言
い
ま
す
。

　

ど
ん
ど
ん
で
は
、
家
族
懇
談
だ
け
で

な
く
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
絵
葉
書
作
り
な
ど

の
自
主
製
品
の
製
作
・
販
売
を
通
じ
て
、

本
人
の
「
働
き
た
い
」「
社
会
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
実
現
に

向
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
介
護
保
険
制
度
で
は
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
と
な
る
こ
と
か

ら
、
若
年
期
の
方
に
合
わ
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
状
況
も
少
な
く
あ

逆
転
す
る
こ
と
に
。
家
族
の
働
き
手
が

変
わ
り
、
収
入
は
少
な
く
な
り
、
子
ど

も
の
学
費
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
経
済
的

な
問
題
は
解
決
し
に
く
い
」
と
話
し
ま

す
。「
自
分
で
で
き
な
い
こ
と
が
多
く

な
る
こ
と
か
ら
プ
ラ
イ
ド
が
傷
付
き
、

受
け
入
れ
が
た
い
現
実
と
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
庭
内
で
居
場

所
が
な
く
な
る
感
覚
に
な
る
こ
と
も
あ

り
、
喪
失
感
を
持
っ
た
り
、
自
分
自
身

を
責
め
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
」
と
、

本
人
や
家
族
の
辛
さ
を
理
解
し
、
寄
り

添
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
言
い
ま
す
。

支
え
手
と
し
て
負
担
が
か
か

る
家
族

　

若
年
性
認
知
症
が
あ
る
奥
さ
ん
の
介

護
を
し
て
い
る
伊
藤
さ
ん
は
、
夫
婦
で

自
営
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん

の
様
子
に
つ
い
て
「
次
第
に
接
客
に
対
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雲
を
開
設
し
た
際
、
金
曜
日
を
若
年
性

認
知
症
の
方
々
の
日
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
活
動
は
、
事
業
所
で
用
意

し
た
内
容
に
従
う
の
で
は
な
く
、
本
人

の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
や
生
活
の
仕
方
を

基
本
に
し
て
、
本
人
と
一
緒
に
予
定
を

た
て
る
こ
と
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
労
に
結
び
つ
く
活
動
を

介
護
保
険
施
設
で
行
う
の
は
難
し
い
で

す
が
、
発
症
を
し
な
け
れ
ば
働
い
て
い

る
年
齢
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
河
川
敷
や

公
園
の
清
掃
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

持
ち
続
け
、「
具
体
的
な
役
割
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
」
支
援
が
重
要
だ
と

い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

　私は障害当事者として「自立生活運動」
を始めて8年目になります。障害者が障害
者をサポートすることは、当事者だからで
きる役割であり、障害者として社会的使命
だと考え今日にいたります。障害者には、
多くの可能性と大きな役割があると信じて
いますが、これまでの障害者施策は、障害
者が本来持っているエンパワメントを損
なっていると感じています。これらを解決
して行くには、障害者施策の充実化と、当
事者、当事者の家族の意識改革が必要だと
考えます。国はもっと当事者を積極的に受
入れること。障害者は受身ではなく、自己
選択、自己決定、自己責任を前提に、積極
的に声を上げて行くこと。この方法が一番
の近道だと考えています。
　昨年10月、長妻厚労大臣は当事者が反対
してきた「障害者自立支援法廃止」を明言
し、12月には「障がい者推進改革本部」が
設置されました。室長を始め、委員には多
くの当事者や、その家族が選出され、大き
な期待が寄せられていました。しかしなが
ら、先の参院選前の国会では、「障害者自
立支援法一部改正案」が可決寸前となりま
した。幸いにも国会の閉幕により廃案とな
りましたが、この改正案は、以前より多く
の障害者団体から強い反発があったにも関
らず、更に「障がい者推進改革本部」を通
さないまま可決寸前まで話が進められ、期
待を抱いていた当事者には大きな衝撃を与
えました。障害者施策だけではないですが、
法律や制度は、真の議論があるべきだと思
います。
　最後に私は、自分の経験や身近で起きて
いる出来事を通して、障害者施策だけでは
なく、障害児教育、高齢者の課題など、福祉、
医療全体を進化させていくことができる活
動を続けていきたいと思っています。

これからの
障害者施策

211

自立生活センター
自立の魂
～略してじりたま！～
代表　磯部　浩司

　

昨
年
度
取
り
組
ま
れ
た
国
の
調
査
で

は
、
全
国
に
三
万
か
ら
五
万
の
若
年
性

認
知
症
の
方
が
い
る
と
推
測
さ
れ
て
お

り
、
地
域
に
お
け
る
潜
在
的
ニ
ー
ズ
は

高
く
、
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
若
年
性
認
知
症
の
方
々
が
利

用
で
き
る
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
も
、
ま
だ
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
や

く
じ
ら
雲
の
よ
う
に
、
高
齢
期
と
若
年

期
に
求
め
ら
れ
る
ケ
ア
の
違
い
を
意
識

し
、
社
会
的
な
役
割
を
よ
り
強
く
実
感

で
き
る
若
年
期
な
ら
で
は
の
サ
ポ
ー
ト

の
広
が
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

り
ま
せ
ん
。

　

家
族
会
だ
け
で
な
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
も
高
齢
者
と
異
な
る
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
川
崎
市
幸
区
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ひ
つ
じ
雲
に
、
若

年
性
認
知
症
の
方
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
職
員
が
個
別
に
か
か
わ
り
を
持
ち

ま
し
た
が
、
自
分
の
親
ほ
ど
の
年
齢
の

離
れ
た
他
の
利
用
者
と
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
に
違
和
感
が
あ
っ
た
の
か
、
お
昼

ご
は
ん
を
食
べ
た
ら
自
宅
に
帰
っ
て
し

ま
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、
そ
の
方
が

で
き
る
こ
と
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
十
八
年
に
新
た
に

認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
く
じ
ら

自主製品作成の様子

気軽にお互いの気持ちを言い合える雰囲気がある家族懇談
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県社協

ひろば
の

福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
１
０
‐

茅
ヶ
崎
で
開
催
、
次
回
は
横
浜
で
！

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
去
る
七

月
二
十
日
に
茅
ヶ
崎
市
総
合
体
育
館

で
、
第
一
回
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
就
職
相
談
会
で
は
、
高
齢
、

障
害
、
児
童
な
ど
五
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に

分
か
れ
た
会
場
で
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ー
ス
で
直
接
、
相
談
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

求
人
件
数
は
全
体
で
百
八
十
件
。
五
十

五
件
は
介
護
職
の
求
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
百
七
十
三
名
。
約
三
十
％

は
茅
ヶ
崎
市
を
含
む
湘
南
地
区
か
ら
の

参
加
で
し
た
。「
現
在
の
住
ま
い
に
で

き
る
だ
け
近
く
」
と
い
っ
た
職
住
接
近

の
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

学
生
五
二
％
、
無
職
二
三
％
。
年
齢

で
見
る
と
、
と
く
に
中
高
年
者
の
参
加

が
目
立
つ
の
も
近
年
の
特
徴
で
す
（
二

五
％
）。

　

福
祉
・
介
護
関
係
の
資
格
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
や
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
な
ど
の
有
資
格
者
が

百
二
十
六
名
（
約
七
三
％
）
と
い
っ
た

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
カ
ー
ド
に
は
、「
福
祉
の
仕

事
は
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
し
た
」「
施

設
見
学
で
子
ど
も
と
触
れ
合
っ
て
か
ら

今
は
福
祉
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
ま

す
」「
母
が
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、私
も
や
っ
て
み
た
い
」「
出
産
、

育
児
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
経

験
を
生
か
し
て
復
帰
し
た
い
」
な
ど
書

か
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
へ
の

思
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

フェアの午前中に行ったガイダンスは、立見
が出るほど。午後からの相談会でも参加者の
勢いは変わりません

神奈川県社会福祉協議会次期活動推進計画
骨子（案）へのご意見を募集します

　本会では、「一人ひとりの主体的な参加による公私協働の福祉コミュニティづくり」を目標に、
現計画のもと事業を展開していますが、本年度計画期間の満了を迎えるにあたり、これまでの事
業成果を生かしながら、社会情勢や時代のニーズに対応し、地域福祉の着実な推進を図る必要が
あるとの認識から、平成23年度から平成27年度までの5カ年間における新たな活動推進計画の策
定を進めています。
　この度、計画の骨子（案）がまとまりましたので、皆さまにお知らせいたしますとともに、今
後の計画策定の参考とするため、ご意見を募集します。

◆意見募集期間　平成22年8月13日（金）～平成22年9月1日（水）　
◆骨子・意見書の入手方法
　 　本会ホームページ（http://www.knsyk.jp/）から直接ダウン
ロードするか、FAXまたは郵送にてご依頼ください。
◆意見書の送付方法　eメールまたはFAX、郵送にてご提出ください。
◆意見結果の公表
　 　平成22年9月中旬頃、本会ホームページで公表します。いただ
いたご意見に対する個別の回答はいたしませんが、ご意見を整理
し、計画策定の参考とさせていただきます。
◆意見の送付先
　社会福祉法人　神奈川県社会福祉協議会　総務企画部企画調整・情報提供担当
　〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡4-2　県社会福祉会館内
　TEL:045（311）1423　FAX:045（312）6302　e-mail:kikaku@knsyk.jp

皆さまからのご意見お待ちしております。

次回の福祉のしごとフェア
◆日時
 9月3日（金）9：30～16：30
　（入場16時まで）
◆会場
　 横浜文化体育館（JR関内
駅南口から徒歩約 5分）

　来場者には、当日の求人票
（冊子）を差しあげます。（入
退場自由、履歴書不要、服装
自由）。詳細は本会ホームペー
ジに掲載しています。
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◇
理
事
会
＝
７
月
21
日（
水
）①
正
会
員
の

入
会
申
込
②
評
議
員
の
選
任
③
平
成
22
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）

【
経
営
者
部
会
】
（福）
川
崎
保
育
会

【
施
設
部
会
】
（福）
恩
賜
財
団
済
生
会
横
浜

市
東
部
病
院
、横
須
賀
市
立
鴨
居
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、え
び
な
北
高
齢

者
施
設
、も
も
の
里
保
育
園
、ど
り
ー
む
保

育
園
、つ
く
し

　

厚
労
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
相
談
援
助
実

習
を
行
う
実
習
指
導
者
の
資
質
向
上
を
目

指
し
て
実
習
指
導
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝
①
12
月
18
日（
土
）〜
12
月
19
日

（
日
）、
②
平
成
23
年
１
月
15
日（
土
）〜
１

月
16
日（
日
）

◇
会
場
＝
①
②
い
ず
れ
も
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

◇
受
講
資
格
＝
次
の
①
と
②
を
満
た
す
方
、

①
社
会
福
祉
士
②
現
に
実
習
指
導
者
と
し

て
従
事
し
て
い
る
か
も
し
く
は
実
習
指
導

者
に
な
ろ
う
と
す
る
者

◇
受
講
費
＝
日
本
社
会
福
祉
士
会
会
員
１

万
円
、
非
会
員
１
万
５
千
円
（
入
会
手
続

中
は
会
員
扱
い
）

◇
受
付
期
間
＝
開
催
①
９
月
１
日（
水
）〜

９
月
17
日（
金
）、開
催
②
10
月
１
日
（
金
）

〜
10
月
15
日（
金
）

◇
申
込
方
法
＝
専
用
申
込
書
使
用
、
郵
便

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付

◇
資
料
請
求
・
問
合
先
＝
（社）
神
奈
川
県
社

会
福
祉
士
会

☎
045

－

317

－

２
０
４
５

　

貧
困
問
題
に
関
す
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝
９
月
18
日（
土
）13
時
30
分
〜
17
時

◇
会
場
＝
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

◇
内
容
＝
基
調
講
演
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
／
グ
ル
ー
プ
討
議（
生
活
保
護
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
各

視
点
か
ら
貧
困
問
題
を
考
え
ま
す
）

◇
定
員
＝
先
着
60
名　

◇
参
加
費
＝
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会
会

員
３
千
円
。
非
会
員
４
千
円

◇
問
合
先
＝
（社）
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会

☎
045

－
317

－

２
０
４
５

　

県
内
に
お
い
て
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く

第
一
種
及
び
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
を
行

う
、
社
会
福
祉
法
人
・
財
団
法
人
格
を
有

す
る
施
設
・
団
体
に
対
し
、
福
祉
車
両
助

成
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

◇
応
募
方
法
＝
８
月
９
日（
月
）〜
９
月
17

日（
金
）の
間
、
い
ず
れ
か
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.kykk.com

　

http://w
w
w
.kykk.com

/fukushi

◇
応
募
期
間
＝
９
月
１
日（
水
）〜
９
月
20

日（
月
）

◇
申
込
先
＝
神
奈
川
福
祉
事
業
協
会

☎
045

－

322

－

２
０
１
２

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
（福）
西
大
友
保
育
園

理
事
長 

松
原
敏
子
▽
藤
野
照
夫
▽
風
車

の
会
▽
名
取
岐（計　

一
〇
二
、
〇
〇
〇
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研

究
会 

（
敬
称
略
）

役
員
会
の
動
き

新
会
員
紹
介

平
成
22
年
度
福
祉
車
両
助
成
公
募
の
ご
案
内

２
０
１
０
年
度
社
会
福
祉
士
実
習
指
導

者
講
習
会
開
催
の
ご
案
内

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
貧
困
問
題
に
私
た
ち

社
会
福
祉
士
は
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
」

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

地
域
福
祉
（
と
も
し
び
）

地
域
福
祉
（
と
も
し
び
）

推
進
助
成
金
申
請
受
付
中
！

推
進
助
成
金
申
請
受
付
中
！

15 

万
円
以
下

12
月
末
ま
で
の
毎
月
（
随
時
申
請
受
付
）

16 

万
円
以
上
（
限
度
額
あ
り
）
10
月
末
迄

本
会
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当

☎
045

－

312

－

１
１
２
１（
内
線
３
２
０
１
）ま
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

平成21年度　地域密着型サービス外部評価
受審事業所一覧
№ 事業所名 所在地

1 NPO法人　グループホーム花梨 逗子市

2 グループホームこころ 横須賀市

3 小規模多機能型居宅介護　田原の里 秦野市

4 すずかけの家
相模原市
緑区

本会地域密着型サービス外部評価事業とし
て、昨年12月から本年3月に訪問調査を実施
した4事業所の評価結果を公表しました。本
会ホームページ（アドレス1面参照）、
WAM-NET（http://www.wam.go.jp）等
で公表しています



年
生
全
員
を
対
象
に
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
「
出
会
い
・
発
見
・
ま
ち
探
検
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
と
一
緒

に
ま
ち
を
歩
き
、
障
害
者
と
の
ふ
れ
あ

い
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
や
思
い
を
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
の
連
携
が
特
徴
で
「
ま
ち
探

検
」
を
行
う
前
に
、
障
害
者
と
関
係
を

作
る
た
め
の
授
業
を
三
時
間
行
っ
て
い

ま
す
。
事
前
学
習
と
ま
ち
歩
き
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
連
絡
会
委
員
か
ら
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
学
校
と
の
調
整
時

に
は
委
員
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
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秦
野
市
社
協
で
は
、
平
成
十
九
年
度

か
ら
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
、
計
画
の
着
実
な
遂
行
の
た
め
、
福

祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
課
題
解
決
に
向
け

た
具
体
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
地
域
福
祉
連
絡
会
」（
以
下
「
連

絡
会
」）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

連
絡
会
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
民
生
委
員
児
童
委
員

や
地
区
社
協
関
係
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
施
設
職
員
等

の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
、
計
画
策
定
の

過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
で
あ
る

「
子
育
て
支
援
」
や
「
福
祉
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
づ
く
り
」「
小
地
域
福
祉
活
動
の
充

実
」
な
ど
に
向
け
、
多
く
の
機
関
・
団

体
と
協
働
し
な
が
ら
具
体
策
の
検
討
と

実
践
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践

　

連
絡
会
の
実
践
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
秦
野
市
立
本ほ
ん

町ち
ょ
う

小
学
校
で
は
四

践
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
福
祉
教
育

は
知
識
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
考

え
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
も
重
要

で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
か
ら
、
ま
ち

探
検
の
企
画
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
近
所
の
小
学
生
か
ら
、
自
然

に
声
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
嬉

し
い
」
と
、
委
員
で
あ
り
障
害
当
事
者

の
村
上
真
一
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
探
検
」
で
は
、
三
十
名
程
度
の

子
ど
も
た
ち
に
対
し
、本
町
地
区
社
協
、

障
害
者
や
連
絡
会
委
員
な
ど
四
十
名
も

の
大
人
た
ち
が
一
緒
に
ま
ち
を
歩
い
た

り
、
交
差
点
で
見
守
っ
た
り
す
る
な
ど

し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

家
庭
で
こ
の
体
験
を
話
す
こ
と
で
、
保

護
者
は
学
校
の
家
族
面
談
で
こ
の
活
動

を
話
題
に
取
り
上
げ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

報
に
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
保
護
者
の

活
動
に
も
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
自
治
会
長
が
市
の

計
画
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
を
盛
り

込
む
よ
う
提
案
す
る
な
ど
、
気
付
き
や

活
動
の
「
連
鎖
」
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
福
祉
連
絡
会
か
ら
、
課

題
解
決
の
実
践
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

地
域
課
題
の
解
決
は
地
域
の
人
々
で

（福）
秦
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
連
絡
会

会話をしながら一緒にまちを歩きます

（財）神奈川県消防設備安全協会
ＴＥＬ　０４５－２０１－１９０８

防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

海で揺れを感じたらすぐ避難！！

　津波のスピードは非常に早く、水深1000ｍの場合、新
幹線並みの時速300kｍ以上の速度で移動してきます。沿
岸部でも自動車並みの速さで襲ってきます。津波は台風
などによって発生する「波」とは違って、非常に力の強
い「水流」となって押し寄せ、あるいは引いていく怖い
ものです。津波によって破壊された木造住宅が瓦礫とな
って人を襲います。津波に対しては、とにかく避難する
ことがもっとも確実な対策です。

（執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長

消防用設備の安心を保障します。

防火管理者は、消防用設備等の
点検時に必ず立会って適正な点検が
実施しているか確認しましょう。

〈津波によって破壊された家々〉
（1993年北海道南西沖地震）

発
行
日　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）８
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
連
絡
会
で

は
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
が
、
課
題

に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
で
実
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